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　　　　　　　　　　生活保護査察指導員座談会

ワーカーを見守り、支え合える組織を

」罐．

罷

生活保護二一ズが増加、多様化する状況下で、生活保護実践におげる職場づくりをはじめとす

る査察指導員の役割はさらに重要なものとなっている。そこで、組織活性化に向けた情報提供

強化を図るため査察指導員による座談会を催し、身近なケースやスーパービジョンの実践経験な

どを通じて、査察指導員としての仕事のやりがい、楽しさから、逆に大変さとその克服法、さらに

今後の抱負・問題意識まで、大いに語っていただいた。　　〔2002年10月21日（月）・全社協にて収録｝

コーディネーター

明治学院大学社会学部

助教授

新保美香
平成元年より8年間、福祉

事務所に勤務。平成5年か

ら4年間生活保護業務を経

験。平成9年より明治学院

大学に勤務。公的扶助論等

を担当。「生活保護スーパー

ビジョン基礎講座」を本年1

月号より今号まで本誌連載。

福岡県古賀市福祉事務所

保護係長

森一郎
現在の古賀市が平成9年10

月1日に市政施行する以前

の町役場に昭和52年、一般職

で入庁。戸籍・住民基本台

帳、児童福祉、税務・徴収を

経験し、福祉事務所開設準備

の後、開設と同時に保護担当

係長就任。S　V歴5年。

滋賀県大津市福祉事務所

主担兼保護第三係長

戸田典樹
昭和56年に一般職採用で大

津市入庁。老人福祉課、社

会福祉課に勤務後、平成4

年から社会福祉協議会に4

年間出向し、「ふれあいの街

づくり事業』の地域福祉コ

ーディネーターとなる。本

年4月よりSV。

神奈川県横浜市戸塚区

福祉保健センター

保護担当係長

四居恵子
東京都社会福祉協議会を経

て昭和48年、横浜市に福祉

職採用で入庁。南福祉事務

所、磯子福祉事務所、金沢

福祉事務所、中福祉事務所

に勤務し、中区でSVにな
り、神奈川区を経て、現在、

戸塚区勤務。SV歴6年。
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特集。生活保護査察指導員座談会「ワーカーを見守り、支え含える組織を」…

扶てを○者　当で三五経S名福　徐三　域学り滋り」長四
助い使％・数保し究†三験Vの祉大々四滋で校ま賀まRミ十
讐ぞ疑郵一四壕難灘繕縢擁玄彫疑難

へた県　のすでとうか活　察は経　生取以行　森帯な国
帰だか一での仲思とら保C指管理人活り前陵古　とつと大
るいらっ玄で闇いこな護W導理・員保次は　賀福なて些津
際て生目カミ　意まろ喚もも員係医体護ぎ町福市岡ついへ市
　指活ヵ！　何識究眞　わ生をと療制担をで祉は県てまての
今導保二もも　玄か活兼保そ嫉当しし事平古い究特
度を護市つなで逆ほへら保ね護の　のてた務成賀ま　ま徴
は受に政のけきKかてず護る係他保係いの所九市玄二たと
面け詳施助れま　のゼ　を構のの護長までも年の　二滋し
接まし行礁ばしゼ市ロS知成二管課のし　開十森　’賀て
相しい前が大迄ロのかVらで名理長発痙県設月で　四県曝
毯鷹方後あ変　か方らのずし　係以令　福し一究　％の
貝　をのりだSらと出こ　鷹保　下を開祉ま日　　ほな母

た県い？　うでとういわ生　査長名有はのれ施　　世く全

5　Llfe　and　WeIfare200212



査仕新
察事保
指の
導や続
員りい
にがて
ない皐
つに違
てつ
よい査
かて察
つお指
た伺導
患℃塁

つまし
森器

品仕
の事
一の
感や
命り
京が
尋し1

案奢

隼さ
1

しやところ高す高平ま岡
牝る洗ろい齢力1齢均も市
　自ごでろ者　化で続の
　治ざ究なのそ率月いべ

合い新り齢半しえ今口　超て二月　がで四
いて保つ者分てて年の古えい人一古よの名
がい　つ関くいいに伸賀てま　日賀い助い

鶏鰭響餐離離究羅離騎
ましがといがで　てい福究一率　保ない

体い
のま
状究
況

の皆
分様
かの
ち働

問世れは五てツ
題帯で若十おド
怠でも干人咳タ
がす保低ず　ウ
吹の護めつ去ン
きで世にほ年で
上　帯推どか
が高の移増ら人

人は三護とやむ
平九百のも支し
均・六状思え養
担九十況つ合
当％・六磧てい経
もと世　いが験
九高帯平までが
＋め　成究きな
ケに五十　てい
1推百四　いと
ス移五年　るこ
をし十十　のろ

’をつ子不議る権C古
そしたの登論たはW主
うた咳家校をめどだ義
い咳　にのたにうっに
う　勉行子くどかたな
熱そ強つどさうL』時つ
心のしてもんし，こ代て
な活な起がしたの嫉は
C動いこいまら子rい
Wの子したしいど生け
が妥がてら痙いも活な
た当い学毎　のの保い
く性た校朝行かこ護の
さはらに八動」とにで

し教てそもつくる愁　で所戸と査験
て師行の　たす人が懐究懸田を察

．響懸ん別家連時面とをお玄
　いと庭れにでいよけ贋

命　お指仕
にや話導事
なはし員の
つりくと難
てCだしし
いWさてさ
るが俺感と
姿被　じ楽
を保　てし
見護　いさ
る者　らな

れめ　や　　　　い庭歪ま

ぎこイ保満r必森と新つ仕ζていす四いでれか興てす　ま
ゆと1護　ずで保て事がCまの居ま究た1けがきレいし
1でのを残％・言新す　いの大Wすで　究　りにいた　まな
罫鰐躍ぞ酔畿灘醒禾播
】九のて九界いC　身　をい事活はは
奮奏搬奏驕累
にので噴以か漢異
詰問仕　上う　動
ま題事っは　生で
つががま少当活着
て一でりな市保任
い％きマくで護し
るのるイと約はた
となとノも一千と
いかいり生％分き
うにうテ活未のに

が
生
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う

還も前保そ本
元のに護の当
でで相のエに
きす談業ネー
てかを務ル所
あ良受でギ懸
玖　け噴1命
がいた　をや
たまりSもつ
いますVらて
とでるとつい
思のこしてま

査’対ま人福’
察活し究ば祉平
指動て　かが均
導し　そりや在
是芝吊嬬羅
なれがうない数
つる一なく、とは
てと所か　い二
よ大懸でいう年
か変命　ろこ弱
つう考私いとく
たれえのろでら
として問な入い
、思いくい職つで

］fe　and　Welfare200212　6



特集窃生清保護査察指導員座談会「ワーカーを見守り、支え合える組織を」…

れ新基福　はるが起でかる　必も視
や保本祉下なのあのどつわ九ず当点
簑　が事支いでりかのたけ九し然を
がいあ務えか　またよらで％てそ会
いまる所ととほ究ちう　すのいれ得
をのののい考か　でにこか人まはす
見仕で基うえの逆ほ対のらは究役れ
出事は礎言る福にか処世　他　に礒
しのな体いよ祉いので帯生法
てない力方う法う部きの活だ
いかでとをにと≧署る問保け
ら頓ししょなか　のの題護で
つ　よてくりか生薄かはを生
し・皆う生しまわ活に≧ほ受活
や様力き活ましれ保ヒ、　かけを

蕪舞餅鞍1雛饗よ

立

つほ
だか
ろの
う部
と署
いに
う行
話つ
はて

保いす　あはしそ　なC性短戸聞大察うもこ新
護をカ1いり大てれ税いWを期田か変指力き感の保
の説　まま変しぞ務こが身聞　せさ導　じ仕
仕明新　す1いまれ課とそにでこくを員皆て事さ
事す生毎　いうのにでれっ異のだどと様いのて
をる活月　こと前い玄ぞけ動仕さのしのらや
しな保一　とヒ、職た　れるし事レ≧婁てこつり全
など護回　で，のり、　の間てで　つのれしが国
け　法r　もこ力　　個もし大　に仕まやいの
れどと研　あζラ建　性なま変　克事でると査
ばつ旧修　 獣が】設　でくゑ参　服のののと蟹

嚢仕
藝事
のの
琶大
合変
いさ
通と
じそ
巽の

馨法
　①

見
受
け
し
ま

玄

ねになれは使なま
もも　ぞはわかの

積　りでかく法森ましをテ合なろ立はて戸は新動れ　現生
み自ま　らら律　した言ラお行乾に経の田変保しでC状活
重立しそ私いのいな」わンう趨　は済話　わ　た究Wで保

大た
事く
なさ
のん
であ
は夙
な

い小
でさ
しな
よ自
う立
かの

れじれでお
rめてr話自まい自の
喜しる享自
　牝の　立
が　かとに
建いをりつ
2ろ謝2．い
一いへ面て
ζろる葉で

とれC」　被身的題こつ研い
言たWと能保辺自にのて修となよ
つのが言動護自立な前い会いかつ
てはrい的者立だつ　きなうにて
く初こまながやけたケまど人倭も
鱒盤蕪ぢ輪ぎ盛齢醤
大でで。をい的題’会
変会しうなに私議ういそ議た自自しはで
れいう終の真立てr自
し気い了か　もきこ立
くづう後を前あ掩れに
思きこ　話向る　まつ
いでとべしきだ自でい

に究護

じまじ止
て玄めめ
　　な方
C　くは
W　て人
の　早そ
意　くれ
識　異ぞ

のC
W
の
役
割
を

伝
え
て
い
る

の
が

7　　Llfe　and　Wefare2002、12



欝離舗麩ケ誌橘殺森騨翻憲暑個廉殆
画行会防の縦　で1毎・ス　で　そい1　苦じの々話ケ職
縫灘輝幾鶉嫌熱景饗柔籍豪離蒼曇

にで態かま問’しか会’書収院’1課出究題市
話　のな究活会獲ら議読を方基今長長し　嶺で
し支把か　勲議　はでみ極法本年にもて私　嫉
て持握訪今がな　月徹込力の料度も参ものケ
く的が問年十ど　一底み早変のか出加ら区IC
れな弱しは分に　回ををく更特ら席さつでスW
た役くき特に取　　図しコな定のし般ては診が
通割なれにでら　就つてピξ療課て　い月断抱
りとつな事きれ　労ても1　養題い時まに会え

い　生でも風　じの回にら告診　セ部Wら様　まなそもなわ四
だそ活　あ　でめ四の渡の書やまン長かいな横せ部か多役れ居
私こ実なり訪もま月係し文徴入たタやらま問浜曳分に々割て

ではあ」rい査
きでる支ま察
ちきと持す指
んな思的穐導
と驚うなr員
し　の役教の
て会で割育役
い議す」的割
かの漢でなは
な運究役三
け営ど　割っ
れもれ難」rあ
ば教もし管る
い育おい理と
け的ろ面的い

み手うをくす戸
や一と　とる田
事杯思並いこ
務でい行うと被
のすましよ≧保
獣怒観馨
化　Cか組期に
のSWな織的対
取Vはけをにす
りが被れ動会る
組組保ばか議個
み織護なしを別
な的者らて開支
どなのない催援
に取こいくしを
目りとだこて充
を組でろとい実

視仕
豪事

鍛
離
毅
顯
灘
葛②

け係和
れ性気
ばもあ
いいい
いいあ
と公い
思　 と

つもし
てうた
い一雰
ま拳囲
玄　気
　踏の
　み職

こ場　思カミどれなま　をまりおね
んてミとい　 うばくで管しす；組うL㌔
で　てまそない平を理な　みL難
い関も究うつけ準ど的けみをなし

いてま化うなれん後どい
ういせしす役ばな押とけ
意る角てる割なのし常れ
味の　いかとり仕すにξ
で」私るでしま事る声
虞とのかはてせをこをそ
　いとをなは曳しとかの
まうこチく、
だ査ろ工　時
少察1湊ツ仕間
し指rク事か
弱導あしがら
い機れな偏時
と能はけり間

やがけ考
す大てえ
く事　方
すだ個で
ると別話
工思のし
夫い取合

］fe　and　Welfare2002．12　8



特集螢生活保護査察指導員座談会「ワーカーを見守り、支え合える組織を』…
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